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株式会社 アーレスティ株式会社 アーレスティ

2010年5月19日

2010年3月期 決算説明会

2010年5月19日

2010年3月期 決算説明会

本資料および本説明会で述べられた内容には、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作成した将来の見通しが含まれており本資料および本説明会で述べられた内容には、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作成した将来の見通しが含まれており
ますが、様々な要因により、実際の業績はこれらの見通しと異なる場合があります。ますが、様々な要因により、実際の業績はこれらの見通しと異なる場合があります。
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ご説明内容ご説明内容

I. 2010年3月期決算概況

II. 業績改善の進捗状況

III. 2011年3月期業績見通し

IV. 新中期経営計画（2010－2012年度）
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Ⅰ. 2010年3月期決算概況Ⅰ. 2010年3月期決算概況
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連結決算概要連結決算概要

―

―

―

△27.7%

前年同期比

増減率

△59△6,772当 期 純 損 益

564△4,265経 常 損 益

526△2,665営 業 損 益

75,777104,843売 上 高

2010年3月期2009年3月期

単位：百万円



3

4

連結決算概要（四半期別）連結決算概要（四半期別）

単位：百万円
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売上高（左軸） 31,842 29,759 31,010 27,245 16,827 14,698 17,648 20,479 22,951

営業損益 1,344 164 237 △ 615 △ 2,453 △ 1,021 △ 354 961 942

経常損益 1,412 377 511 △ 1,007 △ 4,149 △ 1,039 △ 387 924 1065

当期純損益 1,130 391 244 △ 1,142 △ 6,267 △ 967 △ 345 537 716

08/3 Q4 09/3 Q1 09/3 Q2 09/3 Q3 09/3 Q4 10/3 Q1 10/3 Q2 10/3 Q3 10/3 Q4
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業績推移 － 連結キャッシュフロー業績推移 － 連結キャッシュフロー

△10,341△15,476投資活動によるCF

△2329,841財務活動によるCF

5,2677,274現金等の期末残高

9,1129,404営業活動によるCF

2010年3月期2009年3月期

単位：百万円
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ダイカスト部門の状況ダイカスト部門の状況

2010年3月期
前年同期増減率

2009年3月期

－△ 108△198連結調整

－608△2,825営業損益

30.1%5,4354,176その他

－63△1,740国内

－458△ 752北米

－194△ 135その他

△ 29.6%55,43978,760国内

△ 19.3%10,76313,342北米

△25.6%71,63896,278売 上 高

実績実績

単位：百万円
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国内ダイカストの状況国内ダイカストの状況

78,760
55,439

△15,544
△7,777

09/3 10/3

（百万円）

地金下降分

受注減

－63△1,740営業損益

△29.6%55,43978,760売 上 高

前年同期増減率2010年3月期2009年3月期

単位：百万円

国内ダイカスト売上高増減要因（対前年同期）

△ 1740

2,040

3,385
410

63

△4,032

09/3 10/3

（百万円）

販売量減
減価償却減

労務費削減

原低その他

国内ダイカスト営業損益増減要因（対前年同期）
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海外ダイカストの状況海外ダイカストの状況

17,518 16,198

2,236△1,312
△2,245

09/3 10/3

地金下降分 北米分
（△1,752）

その他地域分

(△498)

（百万円）

－652△887営業損益

△7.5% 16,19817,518売 上 高

前年同期増減率2010年3月期2009年3月期

単位：百万円

海外ダイカスト売上高増減要因(対前年同期)

海外ダイカスト営業損益増減要因（対前年同期）

（ ）内は為替の影響分を示す

△887

1,211

328
652

09/3 10/3北米分
（△135）

（百万円）

その他地域分
（△14）
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アルミニウム部門の状況アルミニウム部門の状況

―△49△88営業損益

△51.0%2,6875,484売 上 高

前年同期増減率2010年3月期2009年3月期

単位：百万円

要因分析（前期比）

売上高 2,797百万円減少 営業損失 39百万円減少

1. 景気低迷による地金需要減と市況急落の影響で売上減

2. 在庫削減や生産体制の見直しを図るも年初の損失を挽回できず
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完成品部門の状況完成品部門の状況

―△30221営業損益

△52.9%1,4513,080売 上 高

前年同期増減率2010年3月期2009年3月期

単位：百万円

要因分析（前年比）

売上高 1,629百万円減少 営業損益 251百万円減少

• 半導体関連企業の設備投資中止または延期の影響により
売上高減少

Ⅱ.業績改善の進捗状況Ⅱ.業績改善の進捗状況
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業績改善の進捗状況業績改善の進捗状況
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海 外

国 内

設備投資（金型除く） 減価償却費（金型除く）

11,964

4 , 2 3 7
5 , 4 0 8

1 , 5 3 8
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国 内

労務費（国内）

6,049

Ⅲ. 2011年3月期業績見通しⅢ. 2011年3月期業績見通し
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2011年3月期業績予想（対前年比較）2011年3月期業績予想（対前年比較）

2,6743,200526営 業 損 益

2,5592,500△59当 期 純 損 益

2,4863,050564経 常 損 益

14,72390,50075,777売 上 高

増減額
2011年3月期

予想
2010年3月期

単位：百万円
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19.4%90,50075,777合 計

37.7%3,7002,687ア ル ミ ニ ウ ム

65.4%2,4001,451完 成 品

17.8%84,40071,638ダ イ カ ス ト

増減率（％）
2011年3月期

予想
2010年3月期

単位：百万円連結売上高

連結営業損益 単位：百万円

－0△1消 去 又 は 全 社

2,6743,200526合 計

249200△49ア ル ミ ニ ウ ム

80 50△30完 成 品

2,3422,950608ダ イ カ ス ト

増減額
2011年3月期

予想
2010年3月期

2011年3月期事業別業績予想2011年3月期事業別業績予想
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2011年3月期地域別ダイカスト業績予想（1）2011年3月期地域別ダイカスト業績予想（1）

104.2%

31.9%

6.6%

17.8%

増減率（％）

11,100

14,200

59,100

84,400

‘11年3月期

予想

55,439国 内

10,763北米

5,435その他

71,638ダイカスト

‘10年3月期

売上高 （百万円）
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2011年3月期地域別ダイカスト業績予想（2）2011年3月期地域別ダイカスト業績予想（2）

（百万円）営業損益

308

506

342

1,387

2,342

増減額

0

700

800

1,450

2,950

‘11年3月期

予想

63国 内

458北米

194その他

△108連結調整

608ダイカスト

‘10年3月期
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2011年3月期国内ダイカスト業績予想2011年3月期国内ダイカスト業績予想

63

1,144

354

1,450

△729
618

'10/3 '11/3

売上増加分

減価償却費
減少分 労務費

増加分

原価低減他

単位：百万円営業損益増減要因（対前年同期）

19

9,693

(3,878)

9,278

(3,229)

9,112

2010年
3月期

10,600

(4,300)

13,700

(4,300)

14,000

2011年
3月期（予）

11,474

(4,631)

16,315

(4,351)

9,404

2009年
3月期

10,146

(3,747)

15,451

(5,152)

13,004

2008年
3月期

10,497営業活動に
よるC.F.

7,364

(2,489)
減価償却費
（内 金型）

16,556

(4,165)
設備投資額
（内 金型）

2007年
3月期

設備投資・減価償却費の推移設備投資・減価償却費の推移

単位：百万円
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Ⅳ. 新中期経営計画（2010－2012年度）Ⅳ. 新中期経営計画（2010－2012年度）

21

アーレスティ10年ビジョンアーレスティ10年ビジョン

「すべてのステークホルダーから信頼される
グローバルトップ企業を目指す」

「すべてのステークホルダーから信頼される「すべてのステークホルダーから信頼される
グローバルトップ企業を目指す」グローバルトップ企業を目指す」

顧客顧客顧客

株主・投資家株主・投資家株主・投資家

従業員従業員従業員

取引先取引先取引先

顧客ニーズの先を行く企業顧客ニーズの先を行く企業

投資価値のある企業投資価値のある企業

生きいきと活動し誇りを持てる企業生きいきと活動し誇りを持てる企業

相互に信頼される企業相互に信頼される企業

社会社会社会 社会と共に歩む企業社会と共に歩む企業
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新中期経営計画策定の背景新中期経営計画策定の背景

当社を取り巻く環境当社を取り巻く環境当社を取り巻く環境

世界自動車需要は新興国市場を牽引役として右肩上がりの予測

国内自動車生産は右肩上がりの成長は見込めない

新興国での部品調達が進む傾向

環境規制の強化

環境変化に柔軟に対応できる
経営基盤の強化

23

新中期経営計画新中期経営計画

10-12 3ヵ年アーレスティ方針

「更なる飛躍にむけて品質を中心においた基盤強化」

1010--1212 33ヵ年アーレスティ方針ヵ年アーレスティ方針

「更なる飛躍にむけて品質を中心においた基盤強化」「更なる飛躍にむけて品質を中心においた基盤強化」

品質基盤強化

人材の育成

グローバル業務標準の整備

リスクマネジメント

戦略骨子
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新中期経営計画に基づく目標値新中期経営計画に基づく目標値

4%売上高営業利益率

8%株主資本当期純利益率（ROE）

’13/3目標

1,000億円連結売上高

3%総資産純利益率（ＲＯＡ）
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ダイカスト事業のグローバル戦略ダイカスト事業のグローバル戦略

新興国市場での販売拡大

非日系顧客への販売拡大

中国第２拠点設立の検討

メキシコでの金型生産部門の新設
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ダイカスト事業のグローバル売上高見通しダイカスト事業のグローバル売上高見通し

787

175

554

162

591

253

(550)

320

(560)

360

0

500

1000

（億円）

'09/3 '10/3 '11/3 '12/3 '13/3

日本 海外

17%

83%

22%

78%

30%

70%

37%

63%

39%

61%

グローバルダイカスト売上高

株式会社アーレスティ株式会社アーレスティ

2010年5月19日

－ 研究開発・サービス・技術のリーダーを目指して －－ 研究開発・サービス・技術のリーダーを目指して －


